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表示・選択方法は設定メニューでカスタマイズ可能
常にグロス / 常にネット / 都度選択

（初期設定は、都度選択（ネットプライスOFFをデフォルト））

新機能 ネットプライス（⼿数料込み価格での取引機能）

 GUI(ブラウザ)版で直接ご利⽤いただいている投資家の皆様は、ネットプライス（⼿数料込み価格）で取引できるようになります
 投資家はRFQ送信時に「ネットプライス」を選ぶだけで、ネットプライスで価格が提示され、その価格で取引できます
 ご利⽤にあたっては、利⽤する証券会社が対応し、事前に顧客別の設定を⾏う必要があります

※対応・設定の状況についてはご利⽤の証券会社へお問合せください

取引実⾏を押下
→ネットプライスで取引成⽴
以降のプロセスはいつもどおり

00

ネットプライスを選択可能

ネットプライスに対応している証券会社を選択

※現時点の開発画⾯であり、今後変更の可能性があります
※もしネットプライス未対応・未設定の証券会社を選択している場合は、RFQを送信できないように制御しています

「ネットプライス」であることがわかる
ネットプライスで取引実⾏
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グロス/ネット選択方法のカスタマイズ設定

 グロス/ネットの選択方法はユーザー別に設定可能です
 「(1) 常にグロスプライス」「(2) 常にネットプライス」を選択すると、取引画⾯にグロス/ネットを選択するスイッチを非表示にできます
 「取引の都度選択」とすると、取引画⾯にグロス/ネットを選択するスイッチが表示されます

 (3)-1 「ネットプライスOFFをデフォルト表示」を選択 → グロスプライスが選択された状態でスイッチが表示されます
 (3)-2 「ネットプライスONをデフォルト表示」を選択 → ネットプライスが選択された状態でスイッチが表示されます

※7/21の時点では、(3)-1が初期設定されていますので、ご⾃⾝で利⽤しやすい選択⽅法へ設定変更をお願いいたします
※「常にグロスプライス」を選択すると、これまでどおりの画⾯表⽰でご利⽤いただくことができます

※現時点の開発画⾯であり、今後変更の可能性があります

(1)(2) 取引画⾯への表示はなく、グロス or ネット固定

(3)-1 取引画⾯のスイッチは、グロスプライスが選択されて表示され、
都度変更可能 【初期設定】

(3)-2 取引画⾯のスイッチは、ネットプライスが選択されて表示され、
都度変更可能
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投資家 ※グロスプライス＋⼿数料率

②ネットプライス表示

①RFQ送信

②グロスプライス提示

(参考) CONNEQTORネットプライス取引機能における取引の流れ

 2026年7月21日に、投資家がCONNEQTOR上でネットプライス取引（⼿数料込みの取引）を⾏う機能を提供開始します
 投資家が、ネットプライスに対応している証券会社を選択しRFQを送ると、投資家の画⾯には、マーケットメイカーが提示した価格（グロス

プライス）に選択した証券会社の⼿数料が上乗せされた価格（ネットプライス）が表示されます
 そのまま取引実⾏することで、投資家はネットプライスでの取引が可能です

（投資家側の証券会社が、対投資家向けにはネットプライス・対MM側にはグロスプライスで取引の約定処理を⾏います）
 承認機能をご利⽤中の組織、複数RFQ送信画⾯においてもネットプライス取引を利⽤可能です

※2026年7月現在でも、Tradeweb経由の取引に限り、証券会社側が対応していればネットプライスで取引可能
※複数RFQ送信画⾯においてもネットプライスの利⽤。ただし、CSV発注機能についてはグロスプライスのみ利⽤可能

CONNEQTORにおける「RFQ送信」〜「取引実⾏」

マーケットメイカー

③取引実⾏

証券会社における約定処理（対顧客のネットプライス取引/対MMのグロスプライス取引）

投資家 マーケットメイカー投資家側の
証券会社

MM側の
証券会社

ネットプライスで取引

ToSTNeT

グロスプライスで取引

マーケットメイカーが提示した
(グロス)プライスに、証券会社が事前設定

した⼿数料率が上乗せ表示

投資家側の証券会社が、対顧客向けにはネットプライス
で、対MM向けにはグロスプライスで約定を成⽴させる

マーケットメイカーはいつもどおり
（グロス）プライスを提示

ToSTNeT or OTC

投資家はグロスプライスを気にすることなく、
ネットプライスのみで取引可能に
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(参考) 取引履歴画⾯/取引帳票

 取引履歴画⾯・取引帳票でもネットプライスを確認可能です

※現時点の開発画⾯であり、今後変更の可能性があります

取引履歴画⾯

各取引が、グロスかネットかが
表示されるように

取引帳票

帳票においてもグロス/ネット
を明記
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OMS/EMS経由でのネットプライス取引機能

 OMS/EMSからご利⽤いただいている投資家の皆様も、ネットプライスを指定したRFQ送信ができるようにしています
 画⾯にはネットプライス（⼿数料込みの価格）のみが表示され、その価格で取引可能です
 GUI(ブラウザ)版と同様に利⽤する証券会社での対応と事前設定が必要です

※現時点の開発画⾯であり、今後変更の可能性があります

OMS/EMS

CONNEQTOR・ネットプライスを選択、
RFQを送信

※ただし、OMS/EMS側でも本機能に
対応する必要あり

CONNEQTOR画⾯

取引実⾏を押下
→ネットプライスで取引成⽴
以降のプロセスはいつもどおり

「ネットプライス」を選択した場合、⼿数料が加味された価格
のみが表示され、それをもとに取引実⾏を判断
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ネットプライス取引機能を利⽤するためには

[ブラウザ(GUI)版でご利⽤中の皆様]
 既にCONNEQTORで本番取引できるIDをお持ちであれば、東証宛の追加の申込等は不要です
 ご利⽤の証券会社へ対応（予定）状況をご確認ください（東証側からも順次確認、アナウンスを⾏う予定です）

• 証券会社側では、顧客別に「ネットプライス取引の受託可否・⼿数料率」を設定することで、利⽤可能となります

[ISV経由※でご利⽤中の皆様] ※SBA、Xilix、Triton、T-Wave、EMSX経由でご利⽤中の皆様
 まずはご利⽤のベンダへ対応（予定）状況をお問合せください

• ベンダ側でのシステム対応が必要となる場合があります

 ご利⽤の証券会社へ対応（予定）状況をご確認ください（東証側からも順次確認、アナウンスを⾏う予定です）
• 証券会社側では、顧客別に「ネットプライス取引の受託可否・⼿数料率」を設定することで、利⽤可能となります

※SBA、Xilix、Triton、T-Wave、EMSX経由でご利⽤中の皆様が対象です。Tradeweb経由の場合、Tradewebへお申込いただければご利⽤いただだけます

 CONNEQTORにおけるネットプライス取引機能は7月21日より利⽤可能となります
※デモ環境（テスト環境）においては、既にテスト利⽤が可能な状態です

 ご利⽤の証券会社（またはISV）の対応ができ次第、実際の取引でも利⽤可能にとなります
※ご利⽤の証券会社の対応状況は各証券会社へお問合せください


